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参加者　15名

西沢渓谷(にしざわけいこく)

今月も都合の悪い方が多くて、ゲストの田中さんを含めて15名の参加
となった。今回の目的地の西沢渓谷へは秩父往還で雁坂トンネルを越え
ていく。前日までの雨の影響を心配したが、見事な晴天になってくれ
た。しかし、風は少し冷たいようだ。秩父市内の渋滞に多少時間を取ら
れたが、予定時刻に西沢渓谷駐車場に到着して元気に出発。◆周回コー
スの起点と終点になる西沢渓谷入口から西沢山荘、三重の滝方面へと向
かう。残念ながら紅葉はほぼ終わっていて、所々に名残の赤いもみじが
あるだけだった。三重の滝で交代で記念撮影をして、この先はクサリが
続く渓谷沿いの道で濡れた落ち葉に滑らないように慎重に進んでいく。

7:00北公民館～道の駅あらかわ(トイレ休憩)～9:40西沢渓谷駐車場～10:05渓谷入口分岐～10:25二俣吊橋～10:45三重の滝～11:35
迂回路入口～12:15大展望台～13:00渓谷入口分岐(昼食)13:30～13:50道の駅みとみ～北公民館17時頃到着～若葉駅 @4,100

渓谷の底にいて陽も射さないので体が冷えた。すると頭上からなにやら細かい白いものが降ってきた。なん
と雪だった。非常に小さい雪なので「風花」だろう。◆結構な岩場の登りを進んでいき、各所に立ててある
名所の看板でフグ岩・人面洞・竜神の滝・恋糸の滝・カエル岩など確認し、方杖橋まで来ると前方に崖崩れ
の工事現場が確認できた。従来の遊歩道は崖崩れ工事の手前で通行止になっており、迂回路が作られていて
まず垂直に梯子で上がり、その先はロープと木の根っこを掴みながらの急斜面(辺り一面石楠花の木)で、最
後は仮設の階段という所だった。◆疲労困憊になりながら登り切った先は旧トロッコ道で広くて平らな場所
だ。ここで息を整え七ツ釜五段の滝を遠くに見られる橋まで往復してトロッコ道を西沢渓谷入口方面に下っ
ていく。途中の大展望で昼食の予定だったが、人が多くて場所もとれず又日陰で風が冷たいので渓谷入口の
東屋まで急ぎ足で戻った。昼食後予定時刻よりも１時間以上早くゴール地点の道の駅みとみに到着。お土産
の大きな柿など購入して帰路に着いた。(伊藤記)
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